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composition ofmultihouseholdcompounds may reflectthe culturalimage ofthe
familyandkinshipmaintainedbytheparticulargroupofpeople. However,itis
onlyapartofthewholeimageformedataparticulartimeandplace.









































































































1991年の世帯数 計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 7 9 7 1 024
1971年の 3 2 2 1 5

































































事例 1 (図 1参照)



















世帯の規模は平均5.7人, 子の世帯の規模は平均3.3人であったが, 1991年には, それぞれ
2.3人,8.0人-と逆転している｡この過程において,子の世代からは多くの男女の他出者があ
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世帯では, 1975年頃に世帯主が再婚し, タナメラ郡へと転出して行った｡ 2人の子のうち,
娘はガロック内で結婚して,比較的近くにある夫方の屋敷地で暮らしている｡ 1971年当時 14
歳であった息子は, 一度結婚し離婚したが, 再婚して, 3人の子供と共にこの屋敷地に住ん
で,稲作,ゴムタッピング,タバコ耕作などに従事している｡ここでは世帯主自身の転出が生
じていることに注意しておきたい｡
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